













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































社会学部 創設 50 周年記念
2010
いうのは、結婚してどうなるかということを
考えないで結婚するのは問題ではないか、と
いった指摘もありました。私は、結婚して幸
せになるという話は、どこにも書いておりま
せん。多分、結婚しなくても幸せな人は結婚
しても幸せで、結婚すれば幸せになると思っ
ているけれども、今は不幸だと思っている人
は、多分、結婚しても不幸なのではないか、
と私は個人的には思っています。
　個人の夢をどうやって処理するか。処理と
いうか、どういうふうに対応したらいいかと
いうのは、今の日本社会の一番大きな問題に
なってきているかなと思います。
　私が『希望格差社会』で引用したエッセと
いう社会心理学者は、夢が壊れて絶望、いわ
ゆる despairですね、その despairにも機能が
あると述べています。いったん夢が壊れて非
現実だとわかった途端に、いったん despair
が起こった後で、少なくとも、アメリカだか
ら高度成長ではないか。
　アメリカだったら 1980年ぐらいまでは、
次の目標に切りかえられて別の夢が出てき
た。この夢がだめだったら次の夢にいくとい
うふうに、現実的な夢の選択肢がいろいろ
あったから、うまくいった。しかし、今起き
ているのは、過剰な夢と過剰な絶望、つまり
ロックスターになって大金持ちになるとか、
年収 2,000万円以上の男性をつかまえてセレ
ブになるといった、実現可能性が低い夢にど
んどん引っ張られていくか、いったんそれが
だめになったら、もう次の夢に切りかえられ
ずに、そのままうつになってしまうかどっち
かだというような話をしています。私は、そ
のどちらも裏では一緒だというかたちで、『希
望格差社会』を書かせていただきました。
　だから、現実を見ると、やはり見ると暗く
なるから見ないようにするというのは、2000
年前のローマ時代から同じだったと思いま
す。それまでは、システムに乗っていれば、
別に見ようが見まいが変わらなかったのが、
今はシステムが保障してくれずにすべて自分
でやって自分の責任とされるから、さらにそ
のせいで見ないようにするという圧力がか
かって、それがまた将来、破綻を引き起こす
ようになるのかな、と思っております。これ
は、私の感想です。
▶司会　どうも、ありがとうございます。
　では時間になりましたので、今日の講演会
を終えたいと思います。
　最後になりましたが、本日は天気が悪いな
か山田先生には東京よりお越しいただき、本
当にどうもありがとうございました。
